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＜連絡事項＞

・春の健康診断を以下の日程で実施。

○血液・尿・血圧検査

日　　程：4月25日（火）、26日（水）、27日（木）　計3日間

時　　間： AM8：30　～　AM12：00
○胸部レントゲン検査　※要予約

日程：4月17日（月）～4月28日（金）　計10日間

時間： PM1：00　～　PM4：00
○心電図検査　　　　　※要予約

日程：4月24日（月）～4月29日（土）※4月27日（木）除く

時間： PM2：30　～　PM4：30
＜患者様連絡事項＞

・前田　誠子様～面談調整し、4/14　15：00～で田名部Ｄｒ・御家族の了解得ている。

・嶋守　京子様～療養環境変更目的で東Bユニットから西Bユニットへ転出。

・木村　美智子様～療養環境変更の為、東合併症室から東Bユニットへ移動。

・鈴木　はな様～本日、有料老人ホーム「このはずく」へ再入所の為退院。

・本日夕から食事変更

赤坂　登志様～主食ご飯→粥

坂本　惠様　～主食粥→ご飯

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞

・畑中　成夫様～10:00～16：00開放観察実施。タバコ要求あるが執拗さなし。興奮・易怒性なし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善に向け、看護介入行っていく。

・坂　貢様～四つん這いではいずりまわり奇異行動活発で声掛けにも返答できず全身振戦あり疎通不良。服薬・食事促すが吐き出し飲水行為も困難となっている。終日隔離開始となってから食事・服薬・水分摂取できておらず精神状態の悪化、衰弱が認められており、安ヶ平Drへ報告し9：00終日隔離終了・身体拘束開始。点滴24時間キープ開始となる。本日の採血結果から炎症反応見られ、胸部レントゲンの結果肺炎所見あり。食事・服薬止め、点滴に抗生剤追加となり、4/14再度採血の指示受けている。引き続き、精神症状の観察を行っていく。

・池野　功一様～食事開始後も大きなバイタルサインの変動なく、嚥下状態も良好なことから本日で点滴終了。内服行えており、ベット上での危険行為見られないことから、10：00身体拘束解除となっている。

＜要注目患者様＞

・清川　いし様～朝食全量摂取しているが、昼食は不食。ケアへの拒否は続いている。伊藤Drへ食事摂取量報告し、本日の点滴朝・昼分を昼・夕で実施し、2本実施するよう指示受ける。指示の点滴は深澤Drより身体拘束指示を受け施行している。

・堀井　光男様～酸素飽和濃度が一時的に低下することはあるが、吸引施行し95％以上を維持出来ている。声掛けへの反応見られており、酸素マスクを外す行為あり介入。引き続き、身体管理行っていく。

・赤坂　登志様～時折「ここから出たい」とドアを叩く行為みられるが介入にて落ち着き、過度となる事はない。

＜深澤Dr診察＞

・河原崎　キヨエ様～目立った認知症状の変化はない。頭部の抜鉤行っている。メマリー10㎎→15㎎へ増薬。

・桑原　幸一郎様～目立った不穏はなく拒否も見られない。ADLの低下あり、歩行不安定。クエチアピン（25）6T→3Tへ減薬。

・鈴木　吉男様～夜間の睡眠不安定さは継続している。徘徊見られるが暴力行為はない。メマリー15㎎→20㎎へ増薬。

・坂上　忠三郎様～軽度の帰宅要求や不眠があるが目だった認知症状の変化なし。入院を1～2ヶ月継続して加療行い、自宅が施設かの退院先を検討していく。血糖安定してきている為、4/15から1検（朝）となる。

・松原　輝子様～目立った認知症状の変化なし。対面時の苛々等も訴えなし。南病棟への移動を進めていくよう指示あり。

・小舘　アツ子様～「息子が生きていた、夫も生きていた」と話しており、その他目立った身体的不調や妄想の悪化はない。薬剤調整進めていく。排便困難の訴えあり、本日より桃核承気湯処方。

・中市　正治様～血糖安定している為、血糖測定の指示が4/14で終了。今後については認定調査の結果次第でサービス調整。

・池野　功一様～食事摂取出来ていることから本日で点滴終了。10：00身体拘束解除となる。

＜新入院患者様＞

氏名：鈴木　文代（すずき　ふみよ）様

生年月日：昭和12年8月18日　79歳
　主病名：混合型認知症
入院形態：医療保護

　主治医：田名部Ｄｒ

（経過）

平成27年3月5日当院初診。当院通院加療していた。八戸赤十字病院循環器科でも加療継続していた。

　在宅生活でサービスを利用していたが、自立度の低下が顕著となり夫の介護負担が増大し、施設入所も待機待ち状態となっている。施設入所までの家族の介護負担軽減を目的に、長男より入院相談あり、平成29年4月12日　医療保護入院となっている。
(備考)

ＬＴセットＢプラン

オムツは家族持参
